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平成 16 年度第 3 回常務理事会議事録

日 時：平成 16 年 9 月 24 日（金）14：55～17：40

会 場：ルーテル市ヶ谷センター第 1 会議室

出席者：

会 長：藤井 信吾

副会長：田中 憲一、丸尾 猛

理 事：植木 實、岡村 州博、佐藤 章、武谷 雄二、星 和彦、村田 雄二、

和氣 徳夫

監 事：荒木 勤、中野 仁雄

幹事長：吉田 幸洋

幹 事：植田 政嗣、小田 瑞恵、小原 範之、刈谷 方俊、古山 将康、澤 倫太郎、

清水 幸子、杉浦 真弓、早川 智、阪埜 浩司、平川 俊夫、平田 修司、

藤森 敬也、村上 節、矢野 哲

総会 議長：清川 尚

総会副議長：足高 善彦、松岡幸一郎

事務局：荒木 信一、桜田 佳久

資 料

第 3 回常務理事会業務担当常務理事報告並びに関連協議事項予定内容

1：第 2 回常務理事会議事録（案）

庶 務 1： 厚 生 労 働 省医 薬 食 品 局 食品 安 全 部 基 準審 査 課 か らの ｢水 銀 を 含有 す る 魚 介 類等 の 摂

食に関する妊婦等への注意事項の見直し検討について(概要)｣

庶務 1-2：平成 15 年 6 月 28 日の平成 15 年度第 2 回理事会議事録抜粋

庶務 1-3：周産期委員会報告「妊娠中のメチル水銀曝露とその影響：主に出生児の発達予後に関して」

庶務 1-4：本件に関わる NHK からの撮影等取材依頼

庶務 2：各地方部会長への「地方部会会則及び代議員選任規定」の送付依頼

庶務 3：学術集会長選任規定及び学術集会長候補者選定委員会運営内規第 3 案

庶務 4：大谷医師等訴訟第 1 回口頭弁論報告

庶務 4-2：大谷医師等訴訟に関わる報道

庶務 5：根津八紘会員が扶助生殖医療を推進する会を設立するとの報道と患者への呼びかけ

庶務 6：日本超音波医学会作成の「超音波胎児計測の標準化と日本人の基準値」

庶務 7：平成 17 年度専門委員会公募小委員会(班研究)研究課題公募について

庶務 8：第 57 回学術講演会における新理事長による所信表明の会

庶務 9：「女性健康週間」(3 月 1 日～7 日)に関する提案[当日配付]

庶務 10：文部科学省からの｢公益法人改革の現状における情報提供について(通知)｣

庶務 11：厚生労働省健康局結核感染症課長より｢風しん対策の強化について｣の通知

庶務 12：厚生労働省からの｢妊婦の服薬情報等の収集に関する検討会設置｣に関わる委員の推薦依頼

庶務 13：特許庁からの学術団体指定についての会員へのお知らせ

庶務 14：学会・医会ワーキンググループ第 2 回議事録(案)

庶務 14-2：学会・医会ワーキンググループ第 3 回議事録(案)

庶務 15：第 31 回日本産婦人科医会学術集会・千葉大会

庶務 16：日本癌治療学会がん診療ガイドライン委員会からのシンポジウムの案内

庶務 17：日 本医学会からの｢医療機関における プリオン病（クロ イツフェルト・ヤ コブ病を

含む）感染防止対策の推進について｣の書面[当日配付]

庶務 18：日本医師会がリピーター医師を再教育との報道[当日配付]
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庶 務 19： 共 同 声 明 「診 療 行 為 に関 連 し た 患 者死 亡 の 届 出 につ い て ～ 中立 的 専 門 機 関の 創 設

に向けて～」の基本領域学会による連絡会議への参加について[当日配付]

庶務 20：厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課長 苗村光廣氏からの連絡について[当日配付]

会計 1：文部科学省の実地検査による改善指摘事項についての本会の対応の報告

会計 1-2：学会事務センター破産に関する報道

学術 1：第 9 回日韓ジョイントカンファレンス座長、演者について

学術 2：子宮体がん検診の実施等に係るガイドラインの作成作業委員の推薦

学術 3：日本婦人科腫瘍学会「卵巣がん治療ガイドライン案」検討結果の報告

編集 1：｢産婦人科研修の必修知識 2004｣の刊行について

渉外 1：WHO と FIGO が合同で作成した「Making pregnancy safer: the critical role of the

skilled attendant」

渉外 2：FIGO Executive Board Meeting の議事報告

渉外 3：AOCOG2005 韓国の the scientific program committee からのシンポジストの提

示

渉外 4：The Asia Pacific Congress on Egg Donation & Third Party Reproduction 事務局からの E-mail

渉外 5：AOFOG council meeting 報告

社保 1：平成 16 年度外保連要望項目アンケート回答

社保 2：施設基準設定手術数再調査の回答

社保 3：平成 16 年度外保連要望項目の新フォーマットでの回答要望

社保 4：医療技術評価希望書

専門医制度 1：平成 16 年度専門医認定申請二次審査結果

専門医制度 2：平成 16 年度専門医認定審査合格者一覧

専門医制度 3：平成 16 年度専門医資格更新申請審査結果

専門医制度 4：平成 16 年度専門医資格再認定申請審査結果

専門医制度 5：平成 16 年度専門医卒後研修指導施設指定申請審査結果

専門医制度 6：平成 16 年度専門医卒後研修指導施設指定更新申請審査結果

専門医制度 7：中間法人日本専門医認定制機構における｢専門医に関する確認事項｣等

専門医制度 7-2：専門医制度資料 7 に関する報道

倫理 1：2 施設から申請の着床前診断の結果通知

倫理 1-2：着床前診断についての審議結果及び国への要望書の会員へのお知らせ

倫理 1-3：着床前診断についての審議結果及び国への要望に関する報道

倫理 1-4：慶應義塾大学からの着床前診断に関するインフォームドコンセントに関する返事[当日配付]

倫理 2：日本産婦人科医会への伊勢佐木クリニックにおける中絶胎児処理に関する調査依頼

倫理 2-2：伊勢佐木クリニック院長からの退会届

倫理 2-3：日本産婦人科医会における伊勢佐木クリニックの退会届受理

倫理 2-4：伊勢佐木クリニック院長逮捕とのニュース[当日配付]

倫理 3：読売新聞大阪本社科学部からの｢出生前診断｣と｢選択的中絶｣についての取材

倫理 3-2：｢出生前診断｣と｢選択的中絶｣についての取材に対する回答案

倫理 4：機関誌掲載の 2000 年 ART のデータを ICMART に報告することの許可願い

倫理 5：「厚生労働省にて『不妊治療研究で人間の受精卵を作製する際の指針』を作成」に関わる報道

倫理 6：大谷産婦人科への実施医師変更の通知[当日配付]

倫理 7：米本昌平倫理審議委員会委員長からの資料[当日配付]

広報 1：地方部会別パスワード登録率

調査委員会 1：調査委員会設置について
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調査委 員会 2： セントマザ ー産婦人 科医院と 神戸大学（ 農学部附 属農場）と の着床前 診断共

同研究実験についての調査委員会 議事録 まとめ[当日配付]

14:55、会長、両副会長、常務理事の総数 11 名のうち、10 名が出席（落合常務理事欠席）

し、藤井会長が開会を宣言した。

藤井 会長が 議長と なり、 議事録 署名人 として 、会長・ 会計担 当常務 理事及 び今回 落合庶 務担

当常務理事が欠席のため学術担当常務理事の計 3 名を選任し、これを承認した。

冒 頭 藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 よ り 厚 生 労 働 省 医 薬 食 品 局 食 品 安 全 部 基 準 審 査 課 中 垣 俊 郎 課 長 か ら の 説 明

があること、また説明及び質疑の模様につき NHK による撮影が実施[資料：庶務 1-4]され

ることについて了承を求められ、常務理事会はこれを了承した。

Ⅰ .厚 生 労 働 省 医 薬 食 品 局 食 品 安 全 部 基 準 審 査 課 中 垣 俊 郎 課 長 か ら 「 水 銀 を 含 有 す る 魚 介

類等の摂食に関する妊婦等への注意事項の見直しの検討について（概要）」の説明について[資

料：庶務 1]

同注意事項については、昨年 6 月 28 日の平成 15 年度第 2 回理事会において厚生労働省

から の説明 及び本 会との 質疑が 行われ た。そ の後、本 会周産 期委員 会から 妊娠中 のメチ ル水

銀曝露の問題に関する報告があり、機関誌 56 巻 6 号に掲載された。[資料：庶務 1‐2、1

‐3]

厚厚厚厚 生生生生 労労労労 働働働働 省省省省 中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 より資料：庶務 1 に基づき「魚介類等は微量の水銀を含有しており、

海外 の一部 地域で は魚介 類の摂 取によ り胎児 の神経発 達に若 干の影 響が見 られる 。知能 に影

響 はな く 、 反応 速 度 に 1/1,000 秒 程度 の 遅 れが み られ る が 、明 確 に 症状 が 出て い る レベ ル

で は な く 、 社 会 生 活 上 特 段 の 問 題 が 生 じ る よ う な 影 響 は な い 、 と の 研 究 報 告 が あ る 。

FAO/WHO 合 同 食 品添 加 物 専 門 家 会 議 でメ チ ル 水 銀 の 耐 容量 に つ い て 再 評 価 が実 施 さ れ た

こと 、我が 国でも 継続的 に実施 された 魚介類 等の水銀 濃度に 関する 報告が 取り纏 められ たこ

とから、注意事項の見直しを行うこととなった。水銀の耐容量について、約 400 種、約 7,800

検体 の調査 が終了 し、今 後この データ を元に 検討して いく。 具体的 には、 食品安 全委員 会で

耐容 量を決 め、こ の耐容 量に基 づいて 試算を 再度行い 摂食量 を決め ていく ことと なる。 厚労

省と しては 、水銀 による 胎児へ の影響 はそれ 程大きな リスク とは考 えてい ないが 、水銀 によ

る影 響を避 けるた めには このよ うな注 意をし たい。ま た、薬 事・食 品衛生 審議会 で注意 事項

の見 直しが 決まる と、そ の日の うちに 報道さ れ、妊婦 から産 婦人科 医に照 会があ るもの と考

えら れる。 従って 、透明 性のあ る行政 の観点 から現在 の状況 と今後 の進め 方につ いて予 め報

告させていただいた次第である。厚労省は、注意事項の輩出に伴ってホームページ上の Q &

A を充実させる」との説明・報告があった。

本件説明を受け、以下の質疑応答が行われた。

和和和和 氣氣氣氣 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 「 同 種 類 の 魚 で も 含 有 量 は バ リ エ ー シ ョ ン が あ る が 、 耐 容 量 は 最 大 値 又 は

平均値のどちらで決まるのか」

中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「試算には平均値を使用している」

和和和和 氣氣氣氣 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 「妊婦ということだが、メチル水銀は排出されないのか」

中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「半減期は 2 ヶ月ということである」

和和和和 氣氣氣氣 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 「 あ る 程 度 蓄 積 さ れ る の で あ れ ば 、 妊 婦 だ け で は な く 、 女 性 全 体 の 問 題 と

捉えるべきではないか」
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中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「 そ の 点 に つ い て は 国 際 的 に も 色 々 と 議 論 が あ る 。 神 経 の 発 達 は 妊 娠 後 期 が 一

番盛 んであ ること を考え ると、 妊娠が 分かっ てからコ ントロ ールし ても間 に合う のでは ない

かと いうこ とであ る。前 回の注 意事項 では妊 婦または 妊娠の 可能性 のある 方を対 象者と した

が、 後者は 非常に 広い範 囲を指 してい るよう にも読み 取れて しまう ので、 厚労省 として も悩

んでいるところである。先生方からもご教示をいただきたい」

和和和和 氣氣氣氣 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 「この注意事項と同時平行的に測定システムの確立・普及が必要と考える」

中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「仰せの通りで、Q & A に測定場所を記載し普及させたい」

藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 「水銀濃度について場所による違いはあるか」

中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「 魚 種 に よ る 違 い は 明 ら か で あ る が 、 海 域 や 魚 の 大 き さ に よ る 差 は 今 の と こ ろ

見られない」

武武武武 谷谷谷谷 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 「 注 意 事 項 に は 見 た こ と の な い 魚 介 類 が あ り 、 具 体 的 に こ れ を 現 場 で 周 知

徹底 させる のは難 しい。 スーパ ーマー ケット や魚屋で 妊婦に 摂食量 を徹底 させる のが最 も確

実である。これをやっていただければ効果的であり現場は非常に楽になる」

中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「 販 売 の 現 場 で 情 報 提 供 が 必 要 と 思 っ て い る 。 パ ン フ レ ッ ト 等 の 作 成 も 検 討 す

るが、 最近の行 政の透明化 の中では 事前作成 は不可能で あり、作 成には１～ 2 ヶ月掛 かる。

但し、厚労省が注意事項の見直しを決定したことが報道されると妊婦の方も一斉に動き出す。

厚労 省とし ても先 生方の ご指摘 を踏ま え、販 売の方の 協力を 得て対 応した いと思 うが、 今回

この 場をお 借りし たのは 、予め 先生方 に厚労 省がやっ ている こと、 考えて いるこ とを報 告さ

せていただくためである」

武武武武 谷谷谷谷 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 「2 ヶ月後にやっていただくとの回答と考えてよろしいか」

中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「そのように対応してまいりたい」

佐佐佐佐 藤藤藤藤 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 「具体的に 60ｇ、80ｇは毛髪の PPM でどの位となるか」

中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「JECFA の指標では 14PPM となる」

佐佐佐佐 藤藤藤藤 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 「最近のデータでは 8PPM でも 9 歳までは神経学的には何ら問題ないとい

うことに対してどう考えるか」

中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「 水 銀 に 関 し て は 様 々 な デ ー タ が 出 て お り 、 あ ら ゆ る デ ー タ を 基 に ど う 考 え る

のか、日本では食品安全委員会で検討しておりその結論を最終的に待たざるを得ない」

佐佐佐佐 藤藤藤藤 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 「 毛 髪 の 測 定 の 制 度 が 確 立 し て い な い 状 態 で 、 数 字 だ け で 切 る と 混 乱 を 起

こす だけで はない かと危 惧する 。最終 の結論 が出ると きに、 経過に ついて 皆が分 かり易 いこ

とをやってから発表していただきたい」

中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「 食 品 安 全 委 員 会 の 結 論 が 厚 労 省 の 結 論 の 前 に あ る 。 食 品 安 全 委 員 会 は 現 在 検

討中 なので 近々結 論を出 すであ ろう。 また、 妊婦に毛 髪の測 定をし ろとま で言え るのか とい

う議 論であ るが、 少なく とも国 際的に は妊婦 の毛髪を 測定す べきで あると 勧告し ている 国は

ない。今回もそこまでの議論とはならないであろう」

佐佐佐佐 藤藤藤藤 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 「妊婦が心配してどこで測定したらいいかと我々に直接聞いてくる」

中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「 ど こ で 測 定 す る か に つ い て は 情 報 提 供 し て い く べ き と い う 話 で あ っ て 、 こ う

いう手段がありますと言っていただければと思う」

荒荒荒荒 木木木木 監監監監 事事事事 「 着 色 剤 や 防 腐 剤 等 胎 児 に 悪 い 影 響 を 与 え る 物 質 に つ い て も 安 全 会 議 は 検 討 さ

れているか」

中中中中 垣垣垣垣 課課課課 長長長長 「 添加 物に つい ては 胎 児･小児 に影 響が 出な い量 に コン トロ ール する 基準 を通 用

する ことが 既に徹 底され ている 。水銀 につい ては添加 物等人 為的に 使用す る化学 物質と 違う

規制を考えざるを得ない」

藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 「 国 民 の 受 け 止 め 方 は 報 道 に 左 右 さ れ る の で 、 マ ス コ ミ も セ ン セ ー シ ョ ナ ル な

報道 は避け て欲し いと思 う。国 民に正 しい知 識を与え るため に厚労 省は何 をした らよい かを

考え、我々妊婦と対する現場の人間はどう対応したらよいかを考えていくべきと思う」
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以上質疑応答を以って終了し、厚労省中垣課長以下 3 名は退席した。（15:30）

Ⅱ.平成 16 年度第 2 回常務理事会議事録（案）の確認

原案通り、承認された。

Ⅲ.業務担当常務理事報告並びに関連協議事項

1111 ）））） 庶庶庶庶 務務務務 （吉田幸洋幹事長）

［Ⅰ.本会関係］

(1)会員の動向
て ら む ら さ だ お

寺村定雄功労 会員（ 大阪） が 8 月 2 日に 逝去さ れたので 、会長 名の弔 電を手 配した 。ま

た、
お が た ま さ み

緒方正美功労会員（大阪）が 8 月 13 日に逝去された（御花料等は辞退）。

(2)各地方部会長への「地方部会会則及び代議員選任規定」の送付依頼について[資料：庶務 2]

吉吉吉吉 田田田田 幹幹幹幹 事事事事 長長長長 よ り 「 来 年 度 か ら の 理 事 長 制 導 入 を 控 え 、 各 地 方 部 会 長 に 現 時 点 で の 地 方 部

会会 則及び 代議員 選任規 定の送 付依頼 を行っ た。今後 、その 内容の 確認を 踏まえ 、地方 部会

の運 営のあ り方に つき検 討を行 いたい 。本件 は、代議 員から の民主 的な代 議員の 選出を 求め

る声に対応したものである」との説明があり、了承した。

(3)学術集会長選任規定及び学術集会長候補者選定委員会運営内規（案）について

庶 務 担 当 理 事 会 、 運 営企 画 委 員 会 及 び 幹 事 団 で の 検 討 を 踏 ま え 、庶 務 案 （ 第 3 案 ） と し

て学術企画委員会に更なる検討を依頼した。[資料：庶務 3]

和和和和 氣氣氣氣 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 より 「現在、 庶務案 （第 3 案）を 学術企 画委員 会で検討 してい る」と の報

告があり、当該検討を踏まえ 12 月の理事会を目処に更に検討を進めることが、承認された。

(4)大谷医師等の訴訟に関わる第 1 回口頭弁論について

7 月 29 日に第 1 回口頭弁論が行われ、本会から平岩弁護士（代理人）、落合理事が被告

側とし て出廷し た。また、 吉田幹事 長、阪埜庶 務主務幹事 が傍聴し た。[資料 ：庶務 4、4‐

2]

第 2 回口頭弁論は 10 月 7 日、第 3 回口頭弁論は 11 月 11 日、第 4 回口頭弁論は 12 月 16

日に行われることになった。

次回第 2 回口頭弁論に向けての準備書面提出（9 月 15 日提出期限）のための大谷訴訟ワ

ーキンググループを 9 月 3 日に開催した。

吉吉吉吉 田田田田 幹幹幹幹 事事事事 長長長長 よ り「現 在未 だ争点 が明 確で はなく 、第 2 回 口頭弁 論以 降争点 を明 確に する

べ く 、 準 備 書 面 を 提 出 し た 」 と 説 明 さ れ た 。 藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 よ り 「 本 会 と し て は 、 倫 理 の 問 題 で

あり法的な論争にはそぐわないと反論している」と補足された。

(5)根津八紘会員が「代理出産等推進の患者の会」を設立との報道について

根津 八紘会 員が 扶助生 殖医療 （非配 偶者間 体外 受精・ 代理出 産）を 推進す る会 を患者 に呼

びかけ設立する、との報道があった。

また 、代理 出産 等を禁 じてい る本会 の会告 を無 効とし て本会 を提訴 する意 向、 とも報 道さ

れた。[資料：庶務 5]

吉吉吉吉 田田田田 幹幹幹幹 事事事事 長長長長 よ り 「 根 津 会 員 に 対 し 、 報 道 の 内 容 に 関 し 照 会 し た 方 が よ い の で は と の 意 見

もあ ったが 、和解 条項で 会告違 反はし ないと 明記され ており 和解は 判決同 様であ るとの 平岩

弁護士の見解を踏まえ、学会としては静観したい」との方針説明があり、藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 より「根
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津会 員の行 動がは っきり した段 階で、 仮に和 解条項違 反の事 実があ れば審 議が必 要と思 われ

る。それまでは静観したいが、この対応でよろしいか」との提案があり、これを承認した。

(6)周 産 期 委 員 会 か ら 日 本 超 音 波 医 学 会 作 成 「 超 音 波 胎 児 計 測 の 標 準 化 と 日 本 人 の 基 準 値 」

を本会として承認するよう依頼があったことについて

周産 期委員 会で 検討の 結果、 日本超 音波医 学会 が作成 した「 超音波 胎児計 測の 標準化 と日

本人 の基準 値」に ついて は、本 会会員 にも益 するとこ ろが多 く、本 会とし て承認 して欲 しい

との周産期委員会委員長からの書面を受領した。（8 月 5 日）[資料：庶務 6]

特 に 異 議 な く 、 承 認 さ れ た 。 佐佐佐佐 藤藤藤藤 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 か ら 「 機 関 誌 、 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し て よ い

か」と確認され、了承された。

(7)平成 17 年度専門委員会公募小委員会（班研究）研究課題公募について

平成 16 年 10 月末日までを公募の期限として研究課題の申請を受け付けている。[資料：庶務 7]

吉吉吉吉 田田田田 幹幹幹幹 事事事事 長長長長 より「本日現在未だ申請はない」と報告された。

(8)藤井信吾会長より、第 57 回学術講演会において新理事長による所信表明の会を行うこと

についての検討依頼があった。(9 月 8 日)。[資料：庶務 8]

藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 よ り 「 来 年 の 学 術 講 演 会 に お い て 新 理 事 長 の 抱 負 ・ 所 信 を 表 明 す る 場 を 設 け た

いと考えている」との提案があり、承認された。

(9)「女性健康週間」（3 月 1 日～3 月 7 日）に関する提言について[資料：庶務 9]

吉吉吉吉 田田田田 幹幹幹幹 事事事事 長長長長 よ り企画 試案 の報告 があ り「 石塚理 事、 吉田 幹事長 、阪 埜幹事 の 3 名で 現在

ま で 2 回 の会 議 を 行 っ た 。 広 告 代理 店 で あ る ㈱ 朝 日 エ ルの 知 恵 を 借 り て 計 画 を進 め た い 」

と の 提 案 が な さ れ た 。 藤 井 会 長 よ り 費 用 の 照 会 が あ り 、 吉吉吉吉 田田田田 幹幹幹幹 事事事事 長長長長 よ り 「 朝 日 エ ル に 対 す

る事務的相談の対価として、月額 100 千円、合計で７～800 千円程度の予算が必要である」

と回答された。

以上協議の結果、予算を含め企画試案内容の方向で検討を進めることが、承認された。

(10)職員の退職と派遣社員の採用について

石井礼子職員が 8 月 20 日付にて退職した。後任は派遣採用で対応することを了承した。

[Ⅱ.官庁関係]

(1)文部科学省

①昨年の文部科学省の本会事務局への実地検査（平成 15 年 7 月 11 日）による改善指摘事

項についての本会のその後の対応につき、文部科学省学術研究助成課長に 7 月 26 日に報告

を行った。なお、改善指摘事項は会計に関わる事項につき、報告は会計にて行う。

②公益法人改革の現状における情報提供について（通知）

文部 科学省 研究 振興局 学術研 究助成 課長よ り「 公益法 人改革 の現状 におけ る情 報提供 につ

いて（通知）」を受領した（9 月 9 日）。[資料：庶務 10]

(2)厚生労働省

① 厚 生 労 働省 科 学 研 究 費 「 小 児 科産 科 若 手 医 師 の 確 保 ・育 成 に 関 す る 研 究 」 の第 2 班 研 究

「 小 児 科 ・ 産 科 医 の 勤 務状 況 の 改 善 」（ 世 話 人 中 野 仁 雄 ） に 基 づ き「 女 性 産 婦 人 科 医 の 叫

び ： 東 京 か ら そ し て 地 方か ら 女 性 健 康 医 師 労 働 条 件 改 善 へ の 提 言 」（ 分 担 研 究 者 岡 村 州

博）が刊行され、本会に送付された（8 月 20 日）。
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冊数に限りがあるので学会のあり方検討委員会にて配付することを了承した。

②厚 生労働 省健康 局結核 感染症 課長よ り本会 会長宛に 「風し ん対策 の強化 につい て」の 通知

を受領した（9 月 13 日）。[資料：庶務 11]

本件 につき 会員 への周 知の依 頼があ ったの で、 本会ホ ームペ ージ、 機関誌 に掲 載する こと

が、承認された。

③厚 生労働 省医薬 食品局 安全対 策課長 より「 妊婦の服 薬情報 等の収 集に関 する検 討会」 を設

置するにつき、本会から委員 1 名の推薦依頼の書面を受領した（9 月 13 日）[資料：庶務 12]

藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 よ り 「 佐 藤 章 理 事 に お 願 い し た い 」 と の 提 案 が あ り 、 本 人 の 受 諾 を 得 て 、 承 認

された。

(3)特許庁

本会 の学術 講演 会で会 員が文 書をも って発 表し た発明 又は考 案した ものに つき 、会員 の知

的財産保護の観点から、平成 16 年 7 月 22 日付で本会より特許庁に学術団体の指定につい

ての手続きを行っていたが、8 月 9 日に本会への学術団体指定の認可を得た。

この旨、本会ホームページ及び機関誌 56 巻 9 号でお知らせした。[資料：庶務 13]

(4)最高裁判所医事関係訴訟委員会

最高裁判所医事関係訴訟委員会より平成 16 年 7 月 8 日付で 5 件の訴訟事案について鑑定

人候 補者の 推薦依 頼があ った。 鑑定人 推薦委 員会で候 補者を 選定し 、本人 の応諾 を得て 平成

16 年 9 月 1 日までに全事案の鑑定人候補者を推薦した。第 1 候補者が受諾した事案が 3 件、

第 3 候補者が受諾した事案が 2 件であった。本件後実績で 16 件の事案について鑑定人候補

者を推薦したこととなる。

[Ⅲ.関連団体]

(1)日本産婦人科医会

①学会･医会ワーキンググループについて

7 月 5 日に平成 16 年度第 2 回（通算 19 回）、8 月 30 日に第 3 回（通算 20 回）を開催し

た。[資料：庶務 14]

10 月 4 日に第 4 回、11 月 22 日に第 5 回を開催し、主に両会の事業、分担の見直しにつ

いての協議を踏まえ、答申書を作成する予定である。

②第 31 回日本産婦人科医会学術集会・千葉大会について

10 月９日～10 日に開催される。[資料：庶務 15]

(2)日本癌治療学会

日本癌治療学会がん診 療ガイドライン委員会から 10 月 27 日のシ ンポジウム「各科領域

のがん治療指針」の書面を受領した（8 月 10 日）。[資料：庶務 16]

(3)日本医学会

日本医学会会長より厚生労働省が各都道府県に通知した「医療機関におけるプリオン病（ク

ロイ ツフェ ルト・ ヤコブ 病を含 む）感 染防止 対策の推 進につ いて、 周知方 の依頼 の書面 を受

領した(9 月 17 日)。

本件については、本会ホームページ及び機関誌に掲載したい。[資料：庶務 17]

ホームページ及び機関誌掲載については、異議なく承認された。
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(4)日本医師会

日本医師会がリピーター医師の再教育を始めるとの報道があった。[資料：庶務 18]

(5)日本内科学会

共同 声明「 診療 行為に 関連し た患者 死亡の 届出 につい て～中 立的専 門機関 の創 設に向 けて

～」の基本領域学会による連絡会議への参加依頼について

藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 よ り 「 ま ず は 庶 務 担 当 理 事 が 対 応 し 、 理 事 長 制 導 入 後 は 改 め て 次 の 段 階 を 検 討

することでどうか」と提案され、これを承認した。

[Ⅳ.その他]

後援依頼

NPO 法人乳癌健康研究会より「ピンクリボンウォーク関西国際空港 2004」への後援依頼

があった（7 月 23 日）。

同法 人には 、従 来より 財政負 担なし との条 件で 後援を 応諾し ている ので、 今回 も後援 を応

諾した。

2222 ))))会会会会 計計計計 （岡村州博理事）

(1)文部科学省の実地検査における指摘事項への対応について

昨年 7 月 11 日の実地検査における会計の指摘事項「内部留保の水準が 30％を超えてお

り、改善を要する」との指摘につき本会が理事会、総会等で行った諸対応につき報告した。

また、平成 15 年度収支計算書に基づく内部 留保率が前年度より更に上昇し、40％を超え

ることについて、文部科学省を訪問し（7 月 26 日）説明、報告した。[資料：会計 1]

なお 、最近 学会 事務セ ンター の破産 の事態 を受 け、行 政によ る公益 法人へ の指 導強化 は必

至となっている。[資料：会計 1‐2]

岡岡岡岡 村村村村 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 より 「来年 4 月のペ イオフ 全面解 禁に向 け、会 計として 本会の 資産状 況を

詳しく検討して、今後の対応方針につき次回の理事会等で報告したい」との意向が示された。

3333 ))))学学学学 術術術術 （和氣徳夫理事）

(1)会議開催

①学術講演会事後評価委員会

第 1 回委員会を 7 月 7 日に、第 2 回委員会を 9 月 7 日に開催した。

和和和和 氣氣氣氣 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 よ り 「 委 員 会 で は 、 ① 高 得 点 演 題 の ク ォ リ テ ィ ー コ ン ト ロ ー ル を ど う す

るか、②第 57 回学術講演会から藤井会長の好意により優秀論文賞を創設することとなった。

その 優秀論 文の選 考方法 につい て審議 し、決 定した、 ③学術 集会長 選任規 定につ いて、 代議

員を 含めた 幅広い 先生方 から学 術集会 長を選 任しても よいの ではな いかと の結論 となっ た、

以上を議論した」との報告があり、了承した。

(2)7 月 26 日、日韓ジョイントカンファレンス日産婦側コーディネーター中野仁雄教授へ座

長、演者を推薦した。[資料：学術 1]

(3)7 月 26 日、婦人科腫瘍委員会へ「子宮体がん検診の実施等に関わるガイドライン」の作

成作業委員を推薦した。[資料：学術 2]
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(4)8 月 4 日 、日 本婦人 科腫 瘍学会 へ「 卵巣 がん治 療ガ イド ライン 案」 の検討 結果 を報 告し

た。[資料：学術 3]

(5)平成 16 年度筆記試験評価委員会を 8 月 28 日に開催した。

4444 ))))編編編編 集集集集 （星 和彦理事）

（1）会議開催

①9 月 6 日に JOGR の編集会議が開催され、メンバーが参加した。

②9 月 24 日に機関誌の編集会議を開催する予定である。

(2)「産婦人科研修の必修知識 2004」の刊行について

「産婦人科研修の必修知識 2004」は 9 月 15 日に刊行した。[資料：編集 1]

機関誌 56 巻 9 号に刊行の案内を掲載し、予約購入を開始した。併せて、9 月 8 日に卒後

研修指導施設 800 有余に刊行案内と購入依頼の書面を発送した。

星星星星 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 より「現時点で 499 冊の販売が確実である。予算では少なくとも 1,000 冊以

上の 販売を 予定し ている ので、 先生方 のご協 力をお願 いした い。ま た、医 会の協 力を得 て、

10 月 10 日 の医 会 学術 集 会 ・千 葉 大会 に おい て ブー ス を出 し て販 売 さ せて い ただ く 予定 で

ある」と報告された。

次回見直しについては、3 年後の 2007 版とする方向性が、承認された。

5555 ))))渉渉渉渉 外外外外 （村田雄二理事）

〔FIGO 関係〕

（1）Lord Patel から本会会長宛に FIGO Fistula Activities を会員に広報活動を行い、参

加できる人員の情報を欲しい旨の手紙を受領した（7 月 13 日）。

（2）WHO と FIGO が合同で作成した『Making pregnancy safer: the critical role of the

skilled attendant』の声明を受領した。[資料：渉外 1]

（3）FIGO と IFFS の合同学会『Recent Progress in Reproductive Medicine(Nov.5-6,2004,

Barcelona）』の 1st Circular を受領した。

（4）FIGO Executive Board Meeting(2004 年 7 月 25‐26 日 スイス)の議事報告。[資料：渉外 2]

（ 5 ） FIGO の 開 発 途 上 国 に 対 す る 女 性 の 健 康 に 関 す る 慈 善 事 業 活 動 を 推 進 す る た め

Executive Director の応募に関する手紙を受領した（9 月 21 日）。国際的な女性の健康に

関す るネッ トワー クをも ち、英 語及び フラン ス語かス ペイン 語のど ちらか が堪能 である 産婦

人科医もしくは助産婦が対象となる。応募締め切りは 2004 年 10 月 29 日。

（6）FIGO と協力関係にある Averting Maternal Death and Disability(AMDD) Program of

the Mailman School of Public Health at Columbia University の Distinguish

Community Service Awards for Emergency Obstetric Care 2004 の推薦依頼の手紙を

受領した（9 月 21 日）。締め切りは 2004 年 11 月 19 日。
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〔AOFOG 関係〕

AOCOG2005 韓国の the scientific program committee よりシンポジストの提示があった。[資料：渉外

3]

〔ACOG 関係〕

(1)ACOG の Electronic Resources の Director から ACOG electronic membership の契

約を 行う ため には リー ダー とな る本 会会 員の アカ ウン トを ACOG の サー バに 登録 する 必要

があり、本会がそのデータを揃える必要がある旨のメールを受領した（7 月 21 日）。本会は

会員の英文名、メールアドレスのリストを保持しておらず、作成する必要がある。

〔その他〕

（1）第 8 回 Postgraduate Refresher Course in Obstetrics & Gynecology(2004 年 8 月

11‐14 日 Singapore)の fine announcement を受領した（7 月 12 日）。

（2）The Fifth Royan International Congress(9 月 1‐3 日 テヘラン)のサーキュラーを

受領した。

（3）Sex Reassignment Surgery Workshop(12 月 9‐10 日、2004、バンコク)のサーキ

ュラーを受領した。

（4）村村村村 田田田田 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 より「The Asia Pacific Congress on Egg Donation & Third Party

Reproduction 事 務 局 か ら 、 学 会 の 案 内 （ http://www.sisab.net/asiapacificcongress ）

と本会からの endorsement を求める e-mail を受領した（7 月 23 日）。倫理に抵触する学

会 な の で 本 会 と し て も 慎 重 な 態 度 が 必 要 と 考 え ら れ る 」 と の 見 解 が 示 さ れ た 。 [資 料 ： 渉 外

4]

藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 より 「 endorse す る のは 無 理と 思 われ るが 如 何か 」 との 意 見が 出 され 、 村村村村 田田田田 常常常常

務務務務 理理理理 事事事事 より 「方 法とし ては、 全く無 視す るか、 日本の 状況で は endorse で きな いと回 答す

る か 、 ど ち ら が よ ろ し い か 」 と 意 見 を 求 め ら れ た 。 協 議 の 結 果 、 endorse で き な い 旨 回 答

することが、承認された。

（ 5） Royal College of Obstetricians and Gynecologists (RCOG)の 6th International

Scientific Meeting が 2005 年 9 月 27‐30 日にカイロで開催される。First Announcement

を受領した。

（6）AOFOG council meeting（於 台北）の議事報告[資料：渉外 5]

6666 ）））） 社社社社 保保保保 （植木 實理事）

（1）平成 16 年 6 月 26 日（土）、全共連ビル第 5 会議室において第 1 回社会保険学術委員

会を開催した。

（2）平成 16 年度外保連要望項目アンケート（7 月 30 日締め切り）を提出した。植植植植 木木木木 常常常常 務務務務

理理理理 事事事事 よ り 「 こ の う ち 、 学 会 よ り の 要 望 日 産 婦 項 目 は 、 外 陰 ・ 腟 血 腫 除 去 術 、 腟 断 端 挙 上 術

（腟式、腹式）、腟洗浄、骨盤位娩出術、ヒスキャスであり、仙骨子宮靱帯切断術、造腟術、
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バル トリン 腺嚢胞 摘出術 ・造袋 術は婦 人科腫 瘍学会が 担当す ること になっ た」と の報告 があ

り、了承した。[資料：社保１]

（3）施設基準設定手術数の再調査項目について

植植植植 木木木木 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 よ り 「 外 保 連 よ り 、 施 設 基 準 設 定 手 術 数 再 調 査 に あ た り 『 手 術 件 数 と ア ウ

トカ ムの相 関調査 につい て関連 学会は アウト カムとし てどの ような ものを 設定す るのか 』と

の照会があった。8 月 5 日までの報告期限であったので、社会保険学術委員会委員、本会か

らの外保連・内保連委員の意見を伺った上で回答を行った」との報告があり、了承した。[資料：社保 2]

（4）外保連委員の交代について

佐藤和雄先生から秋山敏夫先生への交代に伴い、役割分担は以下のように変更した。

秋山 敏夫 先生 処置

安田 充 先生 手術（一般、悪性腫瘍）

西井 修 先生 手術（内視鏡）実務 広報

坂田 壽衛 先生 検査 規約

委員の交代、役割分担については、異議なく了承された。

（5）外保連ホームページログイン責任者について

植植植植 木木木木 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 より「外保連のホームページ『会員専用画面』にログインするための『ID』

なら びに『 パスワ ード』 を各学 会担当 委員各 々と事務 局に一 つ持っ ていた だく予 定で、 すで

に 日 産 婦 から の 外 保 連 委 員 5 名 には 発 行 済 み で あ る と の連 絡 が あ っ た 。 そ れ とは 別 途 に 日

産 婦 学 会 とし て 責 任 者 を 1 名 選 出し て い た だ き た い と の要 望 が あ り 、 西 井 修 先生 に お 願 い

することになった」との報告があり、了承した。

（6）平成 16 年度外保連要望書作成について

7 月 30 日締 め切りで提出した外保 連要望項目アンケー トの各項目について、 新しいフォ

ーマットの要望書を 9 月 15 日必着で提出した。[資料：社保 3、3‐2]

7777 ）））） 専専専専 門門門門 医医医医 制制制制 度度度度 （武谷雄二理事）

（1）会議開催

認定二次審査筆記試験問題評価委員会を 8 月 28 日に開催した。

第 2 回認定小委員会を 9 月 5 日に開催した。

第 3 回中央委員会を 9 月 5 日に開催した。

（2）平成 16 年度専門医認定二次審査について

平成 16 年度専門医認定二次審査の筆記試験を 7 月 31 日に、面接試験を 8 月 1 日に開催

した。

（3）第 3 回中央委員会について

9 月 5 日に開催し、平成 16 年度専門医認定二次審査結果、専門医認定更新審査結果及び

卒後研修指導施設指定審査結果を協議した。

①専門医認定二次審査[資料：専門医制度 1、2]

武武武武 谷谷谷谷 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 より「申請者 313 名、受験者（筆記試験 308 名（東京 156 名、大阪 152

名）、面接試験 289 名（東京 144 名、大阪 145 名））、合格者 271 名（東京 134 名、大阪 137

名）、不合格者 38 名（東京 20 名、大阪 18 名）であった。結果的に合格率は 86.6％となっ
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た。合格者については機関誌 56 巻 11 号と学 会ホームページに掲載する予定である」との

報告があり、これを承認した。

②専門医資格更新審査

更新申請は 1,025 名で、合格は 1,022 名、不合格 3 名であった。[資料：専門医制度 3]

③専門医資格再認定審査

再認定申請は 23 名で、全員合格した。[資料：専門医制度 4]

新規申請者・更新申請者・再認定申請者ともに、申請者宛に 9 月 20 日付で審査結果を通

知し 、新規 申請合 格者は 専門医 登録が 済み次 第認定証 を送付 する。 更新申 請合格 者・再 認定

申請合格者は地方委員会宛に 10 月 1 日付で認定証を送付する予定である。

④資格更新延期願

資格更新延期願申請は 13 名あり、延期可は 11 名、延期不可は 2 名であった。

[資料：専門医制度 3]

⑤卒後研修指導施設指定審査

新規申請施設は 23 施設で、合格施設は 20 施設、不合格施設は 3 施設であった。

[資料：専門医制度 5]

更新申請施設は 54 施設で、合格施設は 49 施設、不合格施設は 5 施設であった。

[資料：専門医制度 6]

以上、②～⑤に関わる審査結果につき承認した。

（4）卒後研修目標改訂版送付について

卒後研修目標改訂版を卒後研修指導施設指導責任医宛に送付した（9 月 8 日）。

（5）中間法人日本専門医認定制機構

中間 法人日本 専門医認 定制機構 の第 3 回 理事会で 「専門医 に関する 確認事項 」「各委 員会

の役割」「組織図」「当機構の目標」が承認された。本件につき会員への周知方依頼があった。

[資料：専門医制度 7]

協議の結果、承認した。

（6）平成 16 年度認定二次審査結果（9 月 20 日付）を申請者、申請施設、各地方委員会に

送付した（9 月 21 日）。

な お 、 中中中中 野野野野 監監監監 事事事事 よ り 「 産 科 医 師 離 れ と の 視 点 か ら 女 性 医 師 の 動 向 に つ い て フ ォ ロ ー し て

欲し い」と の要望 が出さ れ、協 議の結 果、男 性医師も 含め動 向を調 査する との方 向性が 確認

された。

8888 ）））） 倫倫倫倫 理理理理 委委委委 員員員員 会会会会 （田中憲一委員長途中退席につき阪埜浩司幹事）

田中委員長に代わり、阪埜幹事が以下について報告した。

（1）本会の見解に基づく諸登録（平成 16 年 8 月 31 日）

①ヒト精子･卵子･受精卵を取り扱う研究に関する登録：86 施設

②体外受精・胚移植、および GIFT の臨床実施に関する登録：623 施設

③ヒト胚および卵の凍結保存と移植に関する登録：492 施設

④パーコールを用いての XY 精子選別法臨床実施に関する登録：機関誌 46 巻 8 号（平成

6 年 8 月）において登録一時中止以来登録なし、通算 17 施設

⑤顕微授精の臨床実施に関する登録：352 施設

⑥非配偶者間人工授精の臨床実施に関する登録：22 施設



13

（2）会議開催

8 月 24 日に第 1 回登録･調査小委員会を開催した。

9 月 28 日に第 2 回登録･調査小委員会を開催する予定である。

（3）2 施設（名古屋市立大学、慶應義塾大学）から申請の着床前診断について

7 月 23 日の平成 16 年度第 1 回臨時理事会での審議結果を踏まえ、2 施設に結果を通知し

た。

[資料：倫理 1]

慶應 義塾大 学か ら着床 前診断 に関す るイン フォ ームド コンセ ントに 関する 返事 を受領 した

（8 月 9 日）。

[資料：倫理 1‐4]

併せて、本会ホームページ、機関誌 56 巻 8 号に審議結果及び着床前診断についての国の

検討を求める要望書の内容を掲載し、会員へのお知らせ（一般の方にもお知らせ）とした。

[資料：倫理 1‐2]

本件に関わる報道は[資料：倫理 1‐3]の通りである。

（4）横浜の伊勢佐木クリニックにおける「中絶胎児の処理」について

事実関係の調査を日本産婦人科医会に依頼した。[資料：倫理 2]

伊勢佐木クリニック院長から 8 月 13 日付にて、本会宛に退会届が出された。本会神奈川

地方部会 は 9 月 2 日付 を以って退会届 を受理し、退 会に関わる書類 一式が本会事 務局に送

付されてきた（9 月 9 日）。ついては 9 月 10 日、同会員の退会処理を行った。[資料：倫理 2‐2、2‐3]

武武武武 谷谷谷谷 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 よ り 「 本 件 は 、 学 会 の 除 名 に は 値 し な い が 、 本 人 が 退 会 し た い と い う の で

そ の 意 を 尊 重 し た と の 解 釈 で よ ろ し い か 」 と の 質 問 が あ っ た 。 松松松松 岡岡岡岡 副副副副 議議議議 長長長長 よ り 「 医 会 の 定

款上 、除名 するに は事実 確認・ 弁明の 場を与 える、そ の上で 総会に 諮ると いう手 続上の 問題

があ る。然 しなが ら、本 人の所 在不明 で面談 不可、資 料は司 直によ り押収 されて いるた め事

実確認ができない。他方、廃院届・退会届を提出済みであり、指定医師免許は失効している。

従っ て、除 名に相 当する と考え られる ものの 、医会の 理事会 として は退会 届の受 理を了 承す

る こ と を 決 定 し た 。 こ れ 以 上 の 処 理 は 難 し い 」 と の 見 解 を 示 さ れ た 。 藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 よ り 「 学 会

は直 接的に 調査を 行った り、積 極的に 判断を 行うこと はしな いとの 方針で あり、 その代 わり

医会 に調査 を依頼 し、そ の調査 結果を 以って 学会が判 断する という ことで ある。 本人と の面

談や 事情聴 取は叶 わず、 何もで きない 状態で 除名する 、しな いの判 断は手 続上そ ぐわな い。

学会 として 犯罪を 構成し た会員 に対し てどう 対応する か難し い面が ある」 との発 言があ り、

武武武武 谷谷谷谷 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 よ り 「 今 回 は 司 直 に よ っ て 詳 細 に 調 査 が 行 わ れ 、 そ の 結 果 違 法 性 が 指 摘 さ れ

ている。学会からみた不適格性の観点から、過去の（犯罪を構成していない）会員の除名と、

今回 の犯罪 を構成 したか もしれ ない会 員の本 人の意思 に沿っ た自発 的退会 とでは 、バラ ンス

を欠くのでないか」と指摘された。藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 より「学会には何ら本件に関わる資料がなく、

学会 として 何らか の処分 をする とした ら、風 聞で処分 しなけ ればな らない 辛さが ある。 本来

は 何 ら か の 制 裁 が あ っ て 然 る べ き と 思 わ れ る が 、 今 回 は 難 し い 」 と 発 言 さ れ 、 中中中中 野野野野 監監監監 事事事事 よ

り 「 裁 判 の 結 果 を 待 っ て 判 断 し て は 如 何 か 」 と の 見 解 が あ り 、 松松松松 岡岡岡岡 副副副副 議議議議 長長長長 よ り 「 医 会 の 手

続上 、除名 相当の 証明や 手続が できな いと退 会届を受 理せざ るを得 ない。 退会後 に法的 な決

定が なされ た場合 、処分 をする ことは 可能と 思われる 。医会 の理事 会は、 会長が 来月の 医会

報に 、手続 的に無 理な面 があり 、本当 は除名 相当であ る旨文 章を載 せるこ とを前 提に退 会を

了 承 し た 」 と 説 明 さ れ た 。 佐佐佐佐 藤藤藤藤 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 よ り 「 医 道 審 議 会 の 結 果 を 以 っ て 、 本 人 は 退 会 し

たけ れども 学会は 除名し たとの 本会の 意思表 示をすれ ばよい のでは ないか 」との 発言が あっ
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た 。 吉吉吉吉 田田田田 幹幹幹幹 事事事事 長長長長 よ り 「 罪 状 は 廃 棄 物 処 理 法 違 反 程 度 で あ り 、 我 々 が 考 え て い る 程 罪 は 重 く

ないのではないか。医道審議会でも脱税程度の扱いとなるのではないか」との発言があった。

以上 協議の 結果 、退会 届が提 出され たから には 規定上 退会の 処理を しなく ては ならぬ が、

本件 に関わ る倫理 上の問 題も大 きいこ とから 、司直の 判断が あった 上で本 会とし て何ら かの

対応を検討することが、了承された。

（ 5） 読売 新 聞 大 阪 本 社科 学 部 か ら の「 出 生 前 診 断 」と 「 選 択 的 中 絶」 に つ い て の本 会 の 見

解につき取材があった。[資料：倫理 3]

本 件 に つ き 倫 理 委 員 会 委 員 の 意 見 を 伺 っ た 上 で 、 [資 料 ： 倫 理 3‐ 2]の 回 答 案 と し て ま と

めた。日本産婦人科医会の意見も伺ったが、修正意見は出されなかった。

本件 取材に つき どのよ うな対 応とす べきか 協議 の結果 、本件 は会長 の意見 とし て口頭 で回

答することが、承認された。

（6）日本不妊学会 岡村 均副理事長より、機関誌に掲載された 2000 年の ART のデータ

を ICMART に報告するにつき使用許可願いがあったが、久保春海登録･調査小委員会委員長

の了解のもとこれを許可した。[資料：倫理 4]

（ 7） 厚生 労 働 省 に て 「不 妊 治 療 研 究で 人 間 の 受 精 卵を 作 製 す る 際 の指 針 」 を 作 成と の 報 道

について[資料：倫理 5]

（8）大谷産婦人科への実施医師変更の通知について[資料：倫理 6]

協議の結果、これを承認した。

（9）米本昌平倫理審議委員会委員長からの「資料」についての申し出について[資料：倫理 7]

協議の結果、これを承認した。

Ⅳ.理事会内委員会報告並びに関連協議事項

1111 ）））） 学学学学 会会会会 のののの ああああ りりりり 方方方方 検検検検 討討討討 委委委委 員員員員 会会会会 （藤井信吾委員長）

（1）会議開催

①9 月 24 日に第 3 回学会のあり方検討委員会を開催する予定である。

なお、今回新任の厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課長 苗村光廣氏が出席する。

藤藤藤藤 井井井井 委委委委 員員員員 長長長長 より「奨学金 20 百万円/年を 5 年間拠出したいとの申し出を受けており、あ

り方 検討委 員会で 検討し てまい りたい 。また 、中野先 生が行 ってい る小児 科と産 婦人科 の医

師を 増やす という プロジ ェクト のメン バーに 加わる様 にとの ことな ので、 あり方 検討委 員会

で現 在検討 してい るもの を纏め た上で 、厚労 省の班研 究の報 告の中 に盛り 込ませ ていた だき

たい」と提案され、了承された。

2222 ）））） 広広広広 報報報報 委委委委 員員員員 会会会会 （佐藤 章委員長）

（1）地方部会別パスワード登録率について、各地方部会長宛に発送した（9 月 8 日）。[資料：広報 1]

佐佐佐佐 藤藤藤藤 委委委委 員員員員 長長長長 より「 登録率 50％以 上は達 成し たい。 先生方 の協力 をお願 いした い」と の方

針が示された。

（2）会議開催
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10 月 15 日に、第 2 回広報委員会・情報処理小委員会を合同開催する予定である。

3333 ）））） 第第第第 2222 0000 回回回回 AAAA OOOOCCCCOOOO GGGG 組組組組 織織織織 委委委委 員員員員 会会会会 （武谷雄二委員長）

とくになし

協協協協 議議議議 事事事事 項項項項 （丸尾 猛副会長）

セン トマザ ー産 婦人科 医院と 神戸大 学（農 学部 附属農 場）と が行っ たとさ れる 着床前 診断

の実験についての調査委員会を設置した。[資料：調査委員会 1]

8 月 23 日に 調査委員会を開催し、 セントマザー産婦人 科医院 田中 温院長 から実験の

内容につきヒヤリングを行った。

丸丸丸丸 尾尾尾尾 副副副副 会会会会 長長長長 より資料に基づき説明が行われた。

藤藤藤藤 井井井井 会会会会 長長長長 よ り 「 基 本 調 査 を 終 了 し た の で 、 倫 理 委 員 会 武 谷 副 委 員 長 を ト ッ プ に 倫 理 委 員

会で 調査委 員会の 調査結 果を踏 まえた 上で次 のステッ プをよ ろしく お願い したい 」との 提案

があ り、武武武武 谷谷谷谷 常常常常 務務務務 理理理理 事事事事 より「 全体 を総括 して次 に何 をする かを提 言す ること でよろ しい か」

との確認があり、この方針で倫理委員会で検討を行うことを承認した。

以上


